
蒲 蒋
料 潮

ヨ Ш 覇 ヨ Ｏ Ｌ 湘 吾

● 対 コ ・ 芽 口 ♯ ヨ 繊 Ｓ 凛 辮 軍 副

引 口 い ０ ” ｏ ？ 酬 諄 帰 ｄ 　 卜 儒 □ い ω 一 ｏ ？ ヨ 諄 帰 嶽 （ 職 辮 軍 副 扁 加 尋 ０ ゛ ）

※ い 油 Ｎ ‐ ω 口 　 い Ｎ コ Ｎ 一 ‥ ω い コ 再 芽 口 薄 ワ

※ 叫 冊 尋 酬 準 Ｓ 零 団 準 酬 壼 華 π Ｏ
，

ベ

ロ 出 署 艶 子ヽ 善 コ 爺 “ い ∞ ” ０ ０ ‥ Ｎ Ｎ ０̈ ０ 　 ０ ” ０ ０ ‐ ∞ “ Ｏ Ｏ 　 　 粋 湘 灘 河 普 口 搬 百 Ｎ Ｎ ” ０ ０ ‐ ０ ” 〇 〇

芽 コ ヨ 綺 　 コ 嗣 口 。 灘 口 ・ 捕 丼 捕 ぶ （ 馬 油 Ｎ Ｏ 口 ‥ 隠 捕 ド 油 ω 口 ）

競̈ 爺 世 嵐 里 藤 凛 市 　 Ｏ Ｎ Ｏ ・ い ヽ ” ０ ■ 一 小 ド 刊



∩ ） ヨ ｍ 耳 酬 Э Ｌ 料 吾

コ ｌ ｏ 　 Ｏ 〇̈ 〇 ‐ ド 「 ω̈ Ｏ

０ 〇̈ 〇 ‐ い Ｎ ω̈ Ｏ

膿 料 副 ｄ 露 閣 Ｈ 針 囲 壽 剛 （ 琳 爺 Ｊ 譜 針 囲 壽 世 輝 ０ 議 琳 寺 汁 淋 Ｓ 汁 Ｓ 市 ′

ヽ Ｈ ■ ｃ く ヽ 囲 潤 駒 Ｓ 翌 壼 ゛ 齢 薗 番 石 琳 ｏ べ τ 帰 叫 ｏ

口 洒 サ Ｏ Ｌ 塾 油 ワ 汁 お
，
べ τ ゛ 畔 熱 ノ じ 卜 Ｑ

障 淳 Э 喋 琳
， ′ サ 浙 Ｓ 諮 製 寺 蒲 剛 ¶ Ｈ く ヽ 中

勢 ｃ 野 叫 ｏ に ０ 州 針 剪 峨 百 針 鰈 ⊂ 〈 湾 研 う 。

計 討 ｄ 壽 離 詈 （ 闘 灘 ｔ 図 醤 針 鏑 Ｅ＞ ′ 訓 当 藤 再 Ｑ ｍ 鵡 針 群 コ ｒ ′ 滋 選

謡 料 謙 樹 む ” Ｑ 叫 耐 Ｓ 針 憫 市
，

゛ 暖 岸 パ ワ お お 〈 口 鉾 ｔ み 叶 叶 叫 。

苗 翌 Ｏ Ｌ 塾 油 ひ 劇 譜 ｄ 叫 。 Ｌ 器 鵬 崚 昔 か 飾 ⇒ 碑 ′ 針 獅 雄 百 針 丑 ｒ 肝

ハ お 研 ワ 。 開 当 ０ 『 璃 鉾 謙 洲 ｔ 敬 湘 針 針 ｃ 野 叫 Ｓ バ ′ 冊 群 言 Ｌ 誼 撃

〈 お 崚 ″ ざ

障 扉 醐 淋 料 訓

０ 研 叱 料 ｍ Ｓ 珊 半 諄 ｏ ３ 甲 お も ω ぶ

奮 回 計 ＞ ＝ 期 ８ 占

０ 針 叱 料 副 汁 甫 酪 　 ｏ ３ 甲 「 ７ ３ ８

奮 国 ０ 回 計 叫 田 ω ｏ ヽ ― 、

料 コ ・ 芽 口 絆 営 綺 Ｓ ュ 辮 尋 コ

「 田 ８ ８̈ ２ ヨ ｍ 叫 （ 　 卜 冊 田 〓 一 〇 〇 ― コ 軒 汁 （

（ 睡 辮 軍 コ ぽ 珈 Э 飾 ” Э ゛ ）

× い コ Ｎ ‘ ∞ 口 　 い Ｎ 油 Ｎ ０ ２ ω い 口 昇 芽 口 薄 τ

晴 辮 辱 コ ン Э 乖 コ 準 出 壼 羊 市 ０
，

ベ

早 コ ン ョ 極 　 い ∞ ８̈ ２ に 一 ８ ｏ 一 ８ ２ ∞ ８̈

涌 対 ヨ 狐 　 　 い い ８̈ ２ ｏ 一 ｏ ｏ

芽 田 ヨ 繊 　 　 口 嗣 田 ・ さ Ш

■ 丼 ＝ お （ 尾 油 毬 田 Ｉ Ｎ
，

Ｐ 油 ω 田 ）

脹 滸 ｍ バ 再 弼 鍛 研 さ 百 瓜 Э 計
，

図 珊 ゛ 淋

蒲 料 か 汁 δ 再 ノ 開 添 。 × ゛ 飾 蘭 番 百 詳 瀞

⊂ べ
，

野 叫 ｏ



畔 副 図 ゆ

●
Ｌ Ｆ

副 臀 麟
井 昇 ” 詳 ｏ

弁 柵 留 彗 蒲

一 榊 加

餃 叱 潜 加

Ｄ 劇 翌 ― 襲

陣 剛

響 ｃ 薄 ψ ｌ 薄 コ 囲 淋 和

潮 菰 価 囲 料 部

∬ ― 麟 図 料 和

菰 鴻 ∬ Ｈ 溢 囲 淋 和

∬ ―
― 麟 図 淋 部

∬ ――
― 通 図 料 部

料 理 彗
Ⅲ 対 一 ゛ 詳 言 澤 ゛ 滞 Ｑ 「 潜 当 磐 」

障 勁 期 甜 雌

世 鶏 一 於 詳 石 澤 ゛ 滞 Ｑ

ぷ Ｓ さ Ｓ 響 部 球

世 器 一 於 詳 石 澤 ゛ 滞 Ｑ

「 騨 勁 弼 訃 峠 」

「 冊 鉾 」

料 Ш Э 叫 燿 針 野 Ｑ 商 叫 再 江 引 Э 館 針 ｃ （ 叫

Ｌ
叫 簡 鼎 壼 当

響 繁 ■ か 料 壼 彗

（ 蒲 叫 ・ 爾 理 ・ 研 珊 ｌ 珊 難 満 粛 ・ 詰 撃 ）

聾 繁 叫 い 陣 勁 鶏 柵 雌 （ 還 馴 ・ ・誦 謝 満 清 。 苗 撃 ）

球 器 覇 コ

０ ６ ｏ 占 「 お ｏ （ コ ー 麻 じ

Φ 一 〇 〇 ‐ い 一 一 Ｗ Ｏ 　 （ 聯 研 い
・
ω

‐
‐ 市 ）

芽 Ш ¨ ∬ Ｙ や ９ ト ロ ・ 薄

図 料 帥 Э 湿 メ 叫 汁 再 酬 ｃ 即 再 Ｓ

■ ∈ 声 誉 ヽ ■ 週 ■ 、 邸 酬 〓

卜 訓 叫 淮 罫 酬 鉾 叫 タ

叫 雅 軍 酬 亭 Ｓ 薔 撃 畢 コ

淋 ■ 酬 釧 百 バ 漱 冴

〇 「 〇 ‐ い 時 ∞ Φ ‐ ∞ ヽ い ヽ

ヨ
欝
<D

Ｓ ゛ 誉 ・ 響 回 申 中 ・ 珊 回 書

・ ヨ 計 諄 ・ 針 ぜ 翌 コ

淋 コ コ 鰐 騨 劃 闇 （ 湮 飾 ） ゛ ゛ 凋



許可番号 東保 A第 1-647号

薬 局 開 設 計 可 証

氏名 (法人にあっては、名称)

株式会社うさぎ薬局

薬局の名称

うさぎ薬局中伊豆店

薬局の所在地

伊豆市下白岩 85-1番 地

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律第 4条第 1項の規定により開設の許可を受けた薬局であること

を証明する。

令和 5年 8月 31日

静岡県東部保健所長

鉄 治

有効期間  令和 5年 9月 lF   から

令和 11年 8月 31日  まで



響 ｃ 鶏 ψ ｌ 薄 ヨ 囲 料 和 寺 型 書 ヨ 丼 聯 世 河 ０ 淋 語 （ 叫

図 輛 油 サ ン 針 期 油 百 料 ざ ｏ

十 　 革 一 ― 専 謝 功 ヽ 判 斗 「 ＝

部 （ 叫 ｏ
ｔ 蒋 調 緋 酪 寺 静 酬 狂

゛ 珊 ロ ベ 識 盤 ⊂ ′ ユ 副 濁 訃

゛ 牟 τ 野 叫 。

同 淋 諄 ざ い 臼 卜 吻 （ 鴨 針 τ

締 ヨ 言 弼 翌 味 ざ べ τ 野 叫 。

蒋 調 卜 革 肩 静 韓 吻 敬 湘 針 料

ヽ ■ ‘

臼 ざ ゛ Э 潜 ゛ 灘 ＞ 料 か 弼 百

再 ン 　 　 　 サ 珊 副 ゛ 調 τ ベ

脚 躙 針 誦 鶏 ゛ 淋 蒋 ∈ ノ 濁 訃

゛ 聯
，
帰 料 ｏ

回 滞 諄 ざ い い 時 吻 （ 叶 針 τ

飾 ヨ 百 昇 翌 研 ざ べ
，
叫 叫 ｏ

∬ Ｎ 麟 囲 料 枷 薔 蒋 コ ト Ｓ 滸 研 吻 ゝ

判 汁 丼 づ ４ Ｄ 菰 可 響 Ｎ 菰 爾 樹 帥 葺

∬ Ｎ 麟 囲 潜 釦 ０ ■ 嶽 ひ 革 言 許 州 ｔ

敬 珊 針 淋 べ 叫 ｏ 蒋 ヨ 彗 言 再 「 ∈ バ

再
，

こ け
，
口 ヽ 」 ゛ 敬 軋 認 訓 ∈ ベ

〈 滝 鱗 こ ♂

い ざ ゛ Ｓ 淋 再 ＝ ュ 彗 叫 汁 再 富 Ｉ 誓

■ 針 ｔ 脚 珊 け 珊ヽ 難 ゛ 淋 粛 ｒ ′ 期 訃

゛ 輔 ワ 叫 料 ｏ 酬 和 再 耐 滞 洲 石 剣 じ

べ 認 訓 叫 ０ 口 ” 残 べ 味 野 料 。

判 謙 揃 図 料 訥 寺 濶 い 慾 ′ ∬

Ｎ 猫 珊 料 騨 逹 享 （ 要 難 番 対

Ｄ 喬 吻 訓
，

時 訓 δ ゛ ざ ベ

τ か ― 薄 調 囲 料 帥 （ 叫 ｏ

野 汁 再

吻 ゝ 湘 針 椰 難 繭 蒲 ゛ 爺 τ ′

響 計 τ 汁 ⊂ 叫 料 ｏ 【 ざ ゛

Ｓ 酬 和 碑 ン 耐 驚 ＝ 言 響 。

バ 轟 劉 料 ト ロ ヽ し み 叶 叶

叫 ｏ

園 料 和 Ｓ 型 寄 調 ＝ 言 肝 ぶ 爾 瓢 薄 珊 鮮 躙 〓 ゛ き 汁 緋 Э 辮 準 世 河 ｄ ■ ｏ

欝 量 引 驀 諄 ＞ 囲 料 和 囲 滸 藤 器 誌 コ
＞ 藤 謙

「 田 Ｆ Ｏ い Ｎ Ｏ ‐ い わ ０ ‐ Ｏ ω い

爾 滸 和 Э 対 め 蒋 コ Э 汁 Ｓ 百 前 対 絆 Э 廊 難 ゛ サ ロ
，
餃 に べ τ 汁 お 〈 口 に サ ゛ ｃ 叫 ■ 。 蔵 ン 前 鶏 碑 壺

× 蔀 謝 蒲 淋 諄 絆 肩 肛 ０ 研 闘 盲 再 叫 鰯 ゛ 聯 τ ′ 爾 潜 和 Э 料 Ｄ 蒋 ヨ 気 準 Э 皿 ３ （ 塾 ヨ 耳 ｃ 帰 Ｌ と ｏ

撃 コ 輌 榊 避 彗 ”

〇 い 一 ‥ Ｎ Ｏ ω ‐ Ｎ Ｏ Ｎ ω

撃 コ 輌 淋 鋸 珊

〇 い い ‐ Ｏ Ｎ Ｏ ‐ Ｎ い 〇 『

潮 嚇 価

図 淋 和

響 い 猫

一 爾 満 部

∬ Ｎ 溢

囲 淋 和

響 ω 溢

囲 淋 和



訓 壼 肛 排 革 館 料 壼 鶏 コ 闘 ０ 凛 ヨ 高 Ｏ τ バ

鵬 料 コ Ｓ 出 塾 肘 ＞ 蒙 再 気 引 Ｓ 融 ｃ ａ 斗 。 舛 汁 ／ 弧 峠 離 物 料 ゛ 対 ウ ⊂ バ 対 Ｄ 肩 軋 蒋 コ τ

汁 泣 耳 ゛ 野 ０ ノ 淋 Э 蒋 コ 剛 円 （ 料 塾 鶏 油 潮 ） ゛ 凛 油 ⊂ バ τ 叫 料 ｏ い Э 珈 円 言 肛 Ｑ 叶 ′

料 Э 鶏 油 緋 滸 寄 計 期 料 ヽ Э 鏑 国 寄 コ 肩 Ｏ τ べ 謎 洲 ⊂ ／ ゛ Э Σ 効 酔 訓 勲 ⊂ バ τ 叫 叫 。

× 柵 峠 難 Ｓ 歯 卜 漏 幾 薫 ノ 鵬 料 加 Э 菌 × 面 難 Ｓ 蒲 淵 滸 撃 言 辮 Ｑ 味 簿 脚 再 叫 潤 τ 汁 ｃ 叫 料 。 ひ ⊂ 瀬 酬 寺 に 国

酬 う む こ 叫 ⊂ 汁 ゛ ´ 臨 温 針 〈 鵬 料 潮 Ｓ Ｎ ヽ く ヽ 百 鶴 轟 潔 〈 お 餃
，
ｏ

酬 壼 桝 絆 革 ω ‐ へ … Ｎ ヽ 研

藤 凛 囲 料 和 囲 壼 暮 世 ョ 糾 Ｎ … Ｎ ∞ 斯

囲 滸 ｕ ｘ 詳 濤 暮 世 騨 爺 営 糾 … ∞ 升

醐 淋 澤 詩 ョ 糾 … ｏ 舟

鵬 掛 訥 ｄ 再 ′ 囲 珈 Ｓ 漸 洲 き 時 酬 嫌 餃 か
，
Ｓ 乖 鶏 渤 粛 ゛ 齢 蘭 番 百 淋 麻 ⊂ バ τ 〈 戯 狂 サ ゛ ′

哺 着 珊 騨 爺 Э 蒲 肩 ′ 「 菌 湮 Э 訓 逆 難 里 Э 鶉 鴻 湿 皿 吻 ゆ サ が 選 釜 珊 」 鮮 冷 羊 （ 騨 聯 ⊂ バ 針 ｃ 舛 斗 ｏ

田 苗 珊 ０ 激 爺 ゛ 計 脇 餃 ざ け
，

飾 ⇒ 薔 冊 彗 石 丑 ⊂ 肝 べ 〈 詩 味 ワ ｏ

※ 「 爵 ８ 捕 野 こ ≫ 島 炒 厳 図 壽 ｄ 冊 田 い 前 吻 騒 Ｐ ｃ 針 ワ 獅 峠 離 言 ０
，
べ φ 洲 苗 咄 Э 緞 爺 吻 柵 部 〓 こ ゛ ざ べ 針 ｃ 叫 嗜 ｏ

ド 計 朧 即 〓 壽 再 コ 一 ・ ８ ｏ 回 ヽ 「 ′ ヽ い ― ヽ Σ Э 料 加 瞥 藁 ８ ｏ 語 裁 光 淳 ン 、 き ‐ 、 ゅ 芽 Э ⇒ 翠 粗 〓 斉 書 油 ヽ 日 回 丼 誹 （ ■ ｏ 爾 辮 劉 智 里

會 挙 ０ 鶏 諮 樹 再 輌 塑 気 卜 づ ′ き ヽ 輌 肝 加 百 鶏 叶 聯 ゛ み ■ ｏ 導 訂 翔 藩 藤 囲 サ ゛ ○ 蹄 恥 囲 来 碑 い ｃ 外 Ｌ と ｏ ボ 凝 翻 潜 詢 Э 訓 き 掛 再 ８ Ｎ

気 ト バ 斗 。 半 辞 零 ユ ン Э 汁 Ｓ Ｓ 滸 淋 丼 輩 吻 騨 沖 べ ｇ 叶 斗 ｏ



調剤報酬点数表 (令和 7年 4月 1日施行 )

項 目 主な要件、
=碇

上限 点 数

脚 コ鋼H

O調細劇゛ 1 O
-1回

rcpき

0～0以外、講

―

ないU颯

―

注1,妥お事50%以下雄 ▲SO・|て

"定を )一 酬 のも饉賣頭ノ
"こ

の

同薔■● 1'日以
"ホ

▲20"て●定
45点

0語剤墓ポ科2 0

処方箋受●回線および集中幸が、次のⅢ

"勁
t該当す引国癸詢局

イ

'月
,000回超&上鶴 医療機関に二う合計臀 ザ回数は 中宰フ0%超

0)月 2,000同認&無中率85%超
ハ)月 1,800風 認&集中事95%超
■)短定0保険医療機関:こ係る処方箋′月4.000回起

X■ 保険コら桐 ―建物内●慶数R険医療機的 受付回数は合,
X2周―カレ三カ珈ゆ保検卿弓で三中宰施 高い保険医療機朗

ローa捏合仕

"点

0露剤 期 朝 3 O

同一カⅢ プ●園痴剰号0処方0● I回数 〈詢L雌舎薔動 0合計

および当鰤 0集中率ハ ●●¨ G該当する
一イ)月 35同 認～4万回以下&集嗜_F95%燿

‐月4万同紹～40万回以下 &集中率85%麗
・ 月35万口認&特定

…

動産の賃費僣取弓

0)月 40万6溜 0夫は 300店鮨以上)&集中串8%超
月40万口認 0たは300店鐘以上)

&特定囃 医療毬関と不動雇0貨費僣取ら1

′0 月麺万醒  (載は 3tll法磁以上)&菫
“

諫い
'以

下

イ)24H

口)19点

′ヽ)35点

0お別口書
"麒

朝 A O

保険医療

"関
翻 な関係 (同一敷地 D́&集中事知%超0保険襲局

Xl地域支援体場加諄 後発医薬品r翔体制加算薯は▲90%で算定

×2栞学管理

'中
目 (一部を球く)は

=定
不可

X31処方につきフ褻類以上¨ ▲10%で算定

5メミ

⑤ 特別調割基本料 B
nTl基本翻 こ孫ろ届出を行つてしいい鰤 局

×1調剤基本料¨ ,算および栞学菫理料離 する項目は贅走不●」

×21処方
`こ

つき7融 上の内鵬葉0彙剤料に ■0%で算定

3'ヽ

分割調■

―

困難性等 )

″  `篠 薬品の試口)

1分割爵剤につき (コ0'箋α ロロ以降
■分酎調剤につさ (1処方箋の2回目のみ)

点

点

1

0

諄剤基本料 1の保険剰5.基本体制+た須1+改 以上

調剤基本料 鰈 険剰う、基本体制十建沢8以上

点

点

３２

莉

3 調剤基本料 1以

-5動
本
=+必

須2+蝠駅以 上

勅 理鉢料 1以

―

局、基本鶴 +蜘 以上

10点

32点

災書‐矯興感染症発生時つ 対応体制 5月ヨ

3 ¨ 以上 85ヽ以上、90%以上 加● 1 :21点  2 :28点、3 :30点
月 00融 下

-5t慇
く ▲S,

0 `宅
思者訪潤栞剤管理指導●等2徊 以上』 ●時等対ん、医療 拓生材料霧

2
同加ヽ 1●疇こ目■ 0動 麻栞 (― の

「

薔 R無画

…

詢

まr_lま o■幼児‐′Jヽ鼎輌 噂 6回 かが
"嘲

師24回 高度管理E猥■脚
50点

医療0中 整備力,算 1

区燎DX推進体制整磯加● 2

医療DX推遺体割●●|1簿 3

O
電瑯 箋、電子難 マイナ鰤 ●5ヽ甦 マイナル情談 ■・r、 月1回まで

電子処方箋、電子懇 マイナ倒曖証 30%以上 マイナボ相談|か 月1回まで

―

菫ヽ社 t‐動 れ 以上 ゆ 、月 1回まで

味
瞭
鑢

案理猥ヨ料
内臓案 1剤{わき、3剤分まで 24点

嘔楊購                    _
浸煎菫 3口剤分潔

薔栞 1雲剤
`の

を、3調剤分ま

7日分以下 190点

8～27日分 1,0点
■10れ/1日分 (8日 日以上の椰分 )

28日分以上 400点
26点

1調剤につき,3調剤分■C ユ0点

ユ詢 につき 1●

中心嗣晰嗚O"割噂朧

―

0 1日につさ X潮 業のみ

班 の糠 を理合

以 上の注射轟    (■栞り熾沐款 手釉 調 合を争の

時 むν 上の注駐栞初 台  ( ″  または原液を無画的1[充嗅

輔
珠
鯨

(6赫 13フ尉

“

歳未満 14フ黛0
(6歳対苺 137点 )

1調剤 {つき 麻柔 70点、層摯以外 〔

掟剤 九割 カフ・り用 、取割、預粒剤 ●潮

1調剤_D●

掟剤紛 割し屋猛割ま207r1001こ担当す崚 算定 フ自分につき 20点
45点

錠用 丸剤、カアじ用 散剤 珈粒瓢、■ス用

1調理につき
点
点
一

彙
"、

同 、軟 ― lヽ r痢 、り瑯 、坐剤

点颯剤 点鼻 点耳剤、浣鶴悧

1詢剤につき
90点
75点
45点

潮

青 υ

"、

 場 a立 剤

哺 剤 1こつき X内服栞 u量薬 外用栗

覇
妹
輔一

(時間外、休 日 深夜 )

塾腱願=調剤-0峰 '観
疇 +繭 融 輯

+曇剤管理料             ___
基礎態0100%(菫 問外 )

■40% (休日) 200% 崚 ■ )

1回につき 4

令莉 7■ 3月 ■2日 .曰六姜案鰤奎作威



第 2節 薬学管理料

フ日分以下4点、8～ 14自 分

実輌あり110点、そ初以外

1)撼塚病多者、糠尿病月剤中 処方また蟻 更

合わせて月4回
=て

回 0工障 の燿者、/・
・

jによる麻莱投与が

必要な恩者、中心諄脈栄曇スの患言(般回 &月 8回まで)

線勝勇詩鰤 1人につざ遭40回まで (0～0合わせて)

o単一建物患者 1人

② 単一建物患者 2～9人

o単一建物患者 10メ班

必要な患者は O②を合わ珈

'と

tu司 3回 まで)
0計画的

―

d々
"諄

ゆ魚変

ooc以 外



介護報酬 (令和6年6月 1日施行分 )

0車―建物馨住者 ■人

0単一建脚護 者 2～9人

O単一建物議 ■0′は

合わせて月4回議 卿 0悪性題臨の患者、注射 こよう
=柔

投与が

必要な患者、中心が中 Iま辺2回 &月 8回まで)



鉾 汁 ゛ Э 菌 レ 』誦 鶏
，
０ 肘 針 ３ 針 鏃 沖 計 ｄ 叫

脹 淋 訓 薫 ′ 「 童 メ 茄 鶏 蒲 聯 酪 」 滞 Ｑ 前 肝 選 璽 叫 Э 「 し へ π ¶ へ ヾ 」 肩 薄 τ ′ 湖 Э 酎 ワ ） Ｉ Ｑ ヌ 渤 蒲

Ｓ 汁 ３ ノ 畔 離 Э 蔵 卜 蔀 難 Э 闘 Ｓ 針 叫 潤 ゛ 轡 舟 ⊂ 舛 叫 。 菌 ＞ 乖 難 Э 融 日 針 響 薄 τ 膠 蒲 馴 料 か 汁 Ｓ ／ 気

「 Э 謙 剛 ゛ 郡 ｃ 汁 叫 。

● 　 コ 醐 料 夕 酪 ↓ 寺 ヽ へ π ¶ へ ヾ ゛ 難 ４ ⊂ 汁 ■ ｏ

● 　 歯 卜 廊 鶏 叫 耐 Ｓ ざ ― ざ ゛ 鴻 ３ ′ Ｄ 言 辮 加 吻 臼 ざ ゛ 醐 ４ 料 夕 舛 ｏ 丼 ｍ ⊂ 叫 ■ ｏ

● 　 蹄 Ｄ 叫 巌 嚇 剛 ヽ ⊂ ′ 罰 灘 ・ 薄 冷 ・ 淋 満 Ｓ ョ ト 石 増 Ｓ 叫 叫 ｏ

● 　 研 当 番 百 菌 ン 乖 難 ０ 対 薄 τ 洋 泌 ゛ 辞 裂 ⊂ ′ 酬 酬 ｔ Ｓ ざ 弓 昇 瑯 ⊂ 帰 料 ｏ

● 　 宙 卜 乖 難 ゛ 聟 聯 料 夕 羅 再 ′ 蒋 コ 皿 ３ 戯 洲 洲 ⊂ ′ コ 叫 ゛ 聯 汁 ト ベ ０ シ 塾 ョ ⊂ 叫 斗 ｏ 汁 札 ⊂ ノ ＞ ン 。 『 滴

鮮 聯 バ τ か ％ ０ ′ 酪 ０ 再 肘 Ｑ 〈 ％ ０ ′ 童 × ゛ 畔 湮 べ 叶 労 τ 野 ０ 剛 お き ⊂ 汁 締 コ＞ 針 的 再 雰 味 叶 叫 ｏ

● 　 冊 鉾 聯 翠 軍 商 碑 ′ 駆 翠 冷 吻 鵬 淋 ｍ Ｓ 滸 球 ゛ 嗣 聡 ⊂ ′ 瀞 Ｓ 商 菌 × 廊 難 ゛ 落 ０ 野 ０ 評 岐 ⊂ 舛 叫 ｏ

● 　 へ 回 × 鏑 難 言 コ ■ 夕 苗 撃 芽 世 ゛ 隣 沖 ′ 口 臨 百 近 研 ⊂ 叫 嗜 ｏ

鵬 辮 潮 再 ′ 済 Ｓ 側 湖 肩 ０ ワ バ Ｑ ＞ ト サ ゛ 丑 ⊂ Ｉ ｔ ゝ ｏ 汁 紡 口
＞

ノ 闘 Ｓ サ 。 由 臨 石 ニ ュ ｃ 叶 叫 ｏ

● 　 菌 卜 乖 鶏 Ｓ 蛍 コ 皿 ３ 百 コ 叫 ⊂ 吻 汁
，

並 ０

● 　 菌 卜 ・誦 難 Э 酬 労 ノ 響 ロ ノ 塾 コ 硫 卜 針 Ｑ （ 酪 ０ 石 野 こ ュ ｃ ゛ ざ け
，

締 コ
＞ ゛ 雰 ハ ）

● 　 童 卜 乖 難 ｔ 罰 滸 ・ ユ 冷 ・ 湖 肺 ⊂ 汁 飾 ０ ′ 叫 汁 再 ′ ぷ Э コ 譜 疇 吻 湖 き さ い 飾 コ＞

● 　 （ Ｓ さ ノ 菌 卜 乖 難 Э 刺 薄 ワ



鰈 疇 帰 Ｓ 菌 ＞ ・誦 鶏 ゛ 聾 脚 肩 響 ｃ 薄 ｏ バ τ 冊 叫

鵬 淋 加 （ 再 ノ ル 回 サ ０ 回 湛 針 呻 Ｉ Ｑ ゝ ゛ 満 粛 叫 夕 汁 δ ノ 畔 難 Э 菌 × 面 難 ゛ 難 同 石 響 ｃ 落 ｏ （ τ 舛 ■ ｏ 菌 卜 乖

難 Ｓ 叫 鰯 肩 コ 叫 夕 鵬 料 コ Э 桝 ＞ 緋 ♀ 言 ボ
，
ノ 姉 鶏 Ｓ 蒲 騨 百 繊 Ｓ バ τ 野 叫 。 童 卜 蔀 難 Ｓ 響 こ 滞 τ 再 コ ∈ バ Ｌ 回

ヨ 寺 羽 洲 狐 ｔ Ｓ ざ Ｒ ／ ｔ ｏ ● 訪 狐 緞 商 村 酬
，
コ
＞ き 岸 〈 札 疇 τ ｏ

鵬 辮 Ш 葬 ′ 菌 ン ・誦 鶏 ゛ 「 型 Э Ш 番 滸 爵 言 む 珊 針 博 回 【 塾 コ
，

汁 ｃ 叫 叫

● 　 Ⅲ 料 Ш ｄ Ｏ 出 選 寸 Ｉ Ｑ ヌ 満 粛 寺 淋 鍔 済 珊 Э 汁 Ｓ Ｓ 憮 ＞ 乖 鶏 蠅 辮

● 　 珊 鍛 離 Ｓ 対 Ｄ 針 囲 滸 和 蒋 通 Ｓ 汁 δ Э 鋪 鶏 渇 柵 （ 型 書 コ 円 ン 漏 甫 円 ′ 、 ▼ し ｔ ｌ 前 難 ′
，

回 ／ 求 ｍ 淋 ノ

甫 ョ ノ 細 ぃ 面 誘 冷 針 Ｑ ）

● 　 壁ヽ 洋 ン 、 キ 野 ノ さ Ｓ 卜 汀 ノ 滸 正 鏃 酢 ゝ Ч Ｉ ヽ Ш ヽ ノ ゝ ′ 鮮 Ｌ ‐ Ｆ ´ゝ 冊 淮 峠 針 こ 醐 淋 キ 遍 い と 研

● 　 冊 珈 蒲 弼 酬 醐 淮 部 （ 出 選 鶏 里 洲 苗 咄 Ｏ 淋 Ｉ ノ 晰 麟 料 ド 藤 囲 Ｘ 再 癒 弼 業
，
０ 州 ゅ も 回 囀 ら に ）

● 　 料 理 ヨ 酬 恥 Ⅷ 甫 蒲 溶 ＝ 商 囲 ざ い 発 弼 ゆ 詳 寺 壮 酬 叶
，
０ 苗 撃 寺 翻 Ｉ

● 　 鵬 辮 潮 Σ （ Ｓ 淋 塾 ５ 寄 図 潮 冊 雛 Э 丼 叫 ・ 華 ０ ノ 淋 報 肝 Э 滑 鱗 珊 咄

● 　 ン ■ 岬 叫 藤 ヨ
，
Э 乖 難 満 蒲

● 　 報 ０ 寺 恨 葺 騨
，
Ｓ 凛 難 ・ 鶏 叶 罫 Ｓ 菌 卜 乖 難 ０ 剛 お ま （ コ 研 吻 敬 潮 針 雉 コ
＞ 再 コ 州 ゛ 押 聯 ）

● 　 卜 訓 気 ン 市 ノ 箇 ョ 肩 塾 ョ 団 番 ゛ 洲 引 ∈ 汁 ％ ０ 肩 針 τ べ 再 ／ ヽ Э ≧ 調 Ⅲ ３ ０ ｍ 爵 Ｓ 汁 ３

脹 料 ｍ ｓ 鵬 鱗 Э Ｉ 製 ゛ ン 襲 言 淋 訓 叫 い い 針 サ 伊 ｃ 叫 叫 ｔ ／ 十 ０ 針 菌 卜 乖 鶏 Э 蒲 聯 栄 揃 ゛ 許 汁 ⊂ べ
，
い 琳 諜 冷

゛ 繭 満 叫 夕 鉾 鉾 ぴ 肩 ン 淋 翠 冷 百 ４ ⊂ べ 再 敬 珊 り も 闘 Ｓ 針 岬 峨 ゛ 爺 τ 潜 さ ＝ 言 バ 箇 卜 飾 難 Ｓ 市 職 沐 併 ゛ 苗 菊 ⊂

野 叫 ｏ

Ｑ 満 粛 τ 汁 洸 ワ 汁 宙 ＞ ・誦 難 再 「 甜 百 珊 鵬 叫 ゛ 節 口＞ ゛ 郵 叫 ′ 撻 川 業 再 酬 沸 ■ ● “ 館 再 伊 ｃ 野 岸 卜 ｏ

● 　 Ｑ 塾 ヨ 雌 サ ン コ 州 ゛ τ 汁 泣 τ 汁 館 味

● 　 鵬 詳 針 Ｓ ● 対 蒲 琳 泄 さ ゛ 謙 謙 ０ 淋 隣 琳 訓 冷 言 敬 潮 針 欝 団 ｄ コ 引 叫 か ％ ０

「 ― ― ― ― ― ― １ １ １ １ １ １ １



謎 ●
C・

ー ゛

鵬 榊 コ ｄ 再 闘 Ｈ 針 囲 滸 脚 ｄ 琳 爺 副 諄 針 冊 滸 世 河

Э 謙 琳 寺 汁 淋 ０ 汁 Ｓ 肩 ′ ｔ Ｈ ヽ ｃ く ヽ 囲 料 和 ０

爺 蘭 番 肩 η ｏ バ τ 叶 叫 ｏ

鵬 榊 郡 （ 碑 ′ ｔ Ｈ ヽ ｃ く ヽ 翻 榊 部

和 暮 世 営 繊 ゛ 極 Ｈ ｃ べ τ 叶 叫 ｏ

（ 藤 凛 冊 掛 和 ） ゛ 齢 薗 番 石 出 選 ｒ ′ 藤 凛 囲 料

ｔ Ｈ ゛ ｃ く ヽ 冊 淮

ヨロ 薔 掛 団 ゛ ＃ 鵬 針

ざ か 計 再 料 壼 ヨ 声

軋 艶 撃 〈 講 研 τ ｏ



諄 達 再 回 弾 叫 か 掛 即 肩 針 か 汁 Ｓ 肩 ｒ バ τ か 口 館

酬 コ 覇 コ

湘 田 ¨ 毬 斗 ヨ 菜 ト

ト 田 一 ― 研 覇 酬

陸 一 ヽ 理 針 酬 叉 ト

さ ′ 事 ′ Ｃ ・ ０ 一 斗 Ｗ 荷 聯 」 “ 倒

サ サ ｃ Ｏ 耳 料 塾 当 謙 鏃 革 Ｓ 前 壬

゛ ｃ ハ τ 野 斗 ｏ

叫 閣 滸 塾 磐 Э 刈 響 謙 溶 吻 別 竿 ゛

酢 汁 ⊂ べ τ 叫 叫 ｏ

Ｎ 罪 酬 洲 墾 澤 う 計 討 辮 鱗 肩

コ ン 。 諄 緋 ≫ 滸 回 芽 ♯ 言 コ

盗 ゛ 動 ｏ ベ ワ 叫 料 ｏ

計 柵 厠 壽

計 鵡 辮 綴 芽 世 Э 騨 論 ヽ 刈 爺

（ 捕 酬 ヽ 回 羮 卜 ） 言 ０
，
ベ ン

図 燕 茸 革 針 卜 Ｑ ゴ Ｐ 茸 革 ゛

蒋 お 劃 諜 け 芽 世 ｔ 騨 ｏ べ 村

こ ノ 囲 潮 藤 囲 寄 群 ヨ 飾 畔 刃

「 ― ヾ Ш ヽ Ｎ Ｓ 商 淋 リ コ 諜 ｏ

囲 潜 部 鎌 畔

ヽ ８ 和 皿 叉 卜 Ｓ 開

淋 卸 ゛ 轟 酬 ∈ べ
，野 叫 。 針 冊 洋 灘 Э

淋 針 ・ 副 鰤 ゛ 爺 ｏ

べ τ 野 叫 ｏ

へ て ヽ ― シ ） ７ ０ 融 Ｃ 汁 一 妍 難 賣

柵 ト コ 邁 （ 「 く ∪ ＞ ゝ 札 へ ） 鴨 け

に ） ゛ 聯 ｏ べ
，
叫 料 ｏ

覇 嚇

酬 ≧ 裁 冊 峠 Ｏ ｎ 潮 ⊃ 卜 ゛ 図 か 汁

Ｓ ノ 鴻 醤 ３ 針 覇 Ｓ ・ 報 ゆ 針 に な

畢 滑 凝 淋 ゛ 輔 ｏ べ τ 訃 叫 ｏ

ゝ ¶ へ 揚 ヾ ―

ゝ ¶ へ Ｌ ヾ ― 百 Ｒ

珊 ∈ 汁 謙 酢 ｄ 叫 ｏ =ヨ バ
料

,) ■・
rH
‖ 計 さ
薫

|□
E目

さ → ゛ 輝

わ ・

３
高 瓢 艶 製

誨 澪 諮 潔 ゛ 牟 ｏ べ τ 叶 斗 。

親 い 岸 漱 満 Э ュ コ ／ １ 津 麹 図 粋 和

○ 翔 剖 ／ 開 舟 藤 囲
，
Ｓ 即 蓼 ゛ ぎ 粕

⊂ べ τ 野 ■ ｏ
藤 融 冊 料 部

ド 計 Ｌ と 濡 ■ 慨 吻 器 メ ゛ 耐 ン タ 潜

コ （ 藁 ン ド 淑 囲 料 和 Э 出 塾 理 ● サ

ヽ ｏ ゞ 菜 卜 い ｃ 帰 料 ｏ

型 寄 コ 鶏 叶

甫 藩 対 珊 鉾 鴨 ゛ 罫 卜 一 汁 珊 菫 Э

遇 濡 ∝ 型 壽 調 難 叶 百 索 が 中 面 珊

鉾 難 叶 料 夕 芽 世 ゛ 瞬 謙 ｏ



翻 討 壽 酬 叫 巌 甜 極 サ ” Ｑ

↓ 畔 中 ヨ 卸 Л 壽 灘 嗜 籠 謙 麒

コ ー 耐 ゞ 潮 甫 雌 気 ン

０ ぃ ∞ 柾 書 ヽ 回

コ ー 醐 ｓ ｍ 甫 疎

ω 刊 ０ 無 蒔 ヽ 回 （ Ｎ ｌ ｏ 卜 ）

ω 、 ぃ 柾 書 ヽ 回 （ ８ ヽ 文 卜 ）

一 世 蒔 ＝ ８ コ 　 い ｏ 報 蒔 ＝ ８ コ （ い 理 い 満 ） ８ コ （ ω 理

Ｆ 満 ） 冊 ｍ 船 苗 Ｎ 寺 輌 肝 粗 璽 雌 ｔ 鴻 Ｓ が き 簿 百 野 ｃ

ゆ 艦 吻 細 軒 ふ 臼 館 う 伊 ｃ 叶 叫 ｏ

ψ 曖 叱 料 ｍ ■ ■ 回 酪 　 　 叫 岨 滋 壼 彗

撃 ヨ 涸 占 冊 甜 満 ⇒ 職 蒲 耶 冊 辮 翠 　 　 ∬ 館 む 潔 ８ ８ 申

計 討 弧 峠 響 ョ 潜 迪 叫 漏 菰 職

コ ー 醐 ゞ 潮 甫 球 気 ン

Ｏ ｏ ｏ 漸 ＼ 回

コ ー 耐 ゞ 悧 甫 球

ω Ｎ Ｏ 升 ヽ 回 （ い １ ０ 卜 ）

Ｎ 〇 〇 狂 ヽ 回 （ ８ ヽ 文 卜 ）
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指定居宅療養管理指導事業者

指定介護予防居宅療養管理l旨導事業者 運営規程

(事業の目的)

第 1条
1 うさぎ薬局中伊豆店 (指定居宅サービス事業者)が行 う居宅療養管理指導または介護予防居宅療養管

理指導 (以下、「居宅療養管理指導等」という。)の業務の適正な運営を確保するために人員および管

理運営に関する事項を定め、要介護状態または要支援状修にあり、主治の医師等が交付した処方せんに

基づき薬剤師の訪間を必要と認めた利用者に対 し、うささ薬局修善寺店の薬剤師が適正な居宅療養管理

指導等を提供することを目的とする。

2 利用者が要介護状態または要支援状態となつた場合においても、可能な限りその居宅において、その

有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、担当する栗剤師は通院困難な禾1用者に対

してその居宅を訪問し、その心身の状況、置かれている環境等を把握 し、それらを踏まえて療養上の管

理及び指導を行 うことにより、療養生活の質の向上を図乙

(運営の方針 )

第 2条
1 要介護者または要支援者 (以下、 岬 1用者」という)に'意思および人格を尊重し、常に利用者の立場

に立ったサービスの提供に努める。

2_地域との結びつきを重視 し、市町村、居宅介護支援事業者、他の居宅サービス事業者その他の保健、

医療、福祉サービスを提供する者との密接な連携に努め乙

3.適正かつ円滑なサービスを提供するため、以下の要件を満たすこととする。

・保険薬局であること。
・在宅患者訪問薬剤管理指導の届出を行つていること。

・麻薬小売業者としての許可を取得 していること

場族、這携する他職種者と相談するスペースを薬局内・利用者に関して秘密が保持でき、利用者やその

に確保していること。但し、他の業務との兼用を可とする。

・居宅療養管理指導等サービスの提供に必要な設備およひ備品を備えていること。

(従業者の職種、員数)

第 3条
1 従業者について

・居宅療養管理指導等に従事する薬剤師を配置する。

・従事する薬剤師は保険薬剤師の登録を行 う。

・従事する薬剤師の数は、居宅療養管理指導等を行 う利用者数および保険薬局の通常業務等を勘案 した

必要数とする。

2 管理者について

・常勤の管理者 1名 を配置する。但し、業務に支障がない限り、 うさぎ薬局中伊豆店の管理者との兼務

を可とする。

(職務の内容)

第 4条
1 薬剤師の行 う居宅療養管理指導等の提供に当たつては、医師および歯科医師の交付する処方せんの指

示に基づき訪問等を行い、常に利用者の病状および心身の状況を把握 し、継統的な薬学的管理指導を行

う。また、医薬品が要介護者のADLや QOLに及ぼしている影響を確認 し適切な対応を図るなど、居

宅における日常生活の自立に資するよう妥当適切に行 う。

2 訪間等により行つた居宅療養管理指導等の内容は、速‐CDかに記録を作成するとともに、処方医等およ

び必要に応じ介護支援専門員、他のサービス事業者に報告する。

(営業 日および営業時間)

第
105]基

旨F岸具季晃賛きず言奮了冒
=『
悸春品

として計可された営業 日、営業時間とする。但 し、国

を除 く。



||

2.通常、月曜日から金曜日の9:00～ 17:30、 土FF日 の9:00～ 12:30と する。

3.利用者には、営業時間外の連絡先も掲示する。

(通常の事業の実施地域)

第 6条
1.通常の実施地域は、伊豆市・伊豆の国市の区域とする。

(指定居宅療養管理指導等の内容)

第 7条
1 薬剤師の行 う居宅療養管理指導等の主な内容は、次の這 りとする。

・処方せんによる調剤 (患者の状態に合わせた調剤上の工夫 )

・薬剤服用歴の管理
・薬剤等の居宅への配送
・居宅における薬剤の保管・管理に関する指導
。使用薬剤の有効性に関するモニタリング

・薬剤の重複投与、相互作用等の回避

・副作用の早期発見、未然防止と適切な処置

・ADL、 QOL等に及ぼす使用薬剤の影響確認

・使用薬剤、用法・用量等に関する医師等への助言

・麻薬製剤の選択および疼痛管理とその評価

・病態と服薬状況の確認、残薬および過不足薬の確認、指導

・患者の住環境等を衛生的に保つための指導、助言

・在宅医療機器、用具、材料等の供給

・在宅介護用品、福祉機器等の供給、相談応需
。その他、必要事項 (不要薬剤等の廃案処理、廃棄に関する指導等)

(利用料その他の費用の額 )

第 8条
1 利用料については、介護報酬の告示上の額 とする。

2 利用料については、居宅療養管理指導等の実施前に、‐め利用者またはその家族にサー ビスの内容及

び費用について文書で説明し、同意を得ることとする。

3.居宅療養管理指導に要 した交通費は、徴収 しない。

(緊急時等における対応方法)

第 9条 居宅療養管理指導等を実施中に、申J用者の病状に急変その他緊急事態が生 じた場合には、速やかに

主治医等に連絡する。

(その他運営に関する重要事項)

第 10条
1.う さぎ薬局中伊豆店は、社会的使命を十分認識 し、従業者の質的向上を図るため定期的な研修の機会

を設け、また質の保証ができ うる業務態勢を整備する。

2 従業者は、業務上知 り得た利用者またはその家族の秘密を保持する。

3 従業者であつた者に、業務上知 り得た利用者またはその家族の秘密を保持 させるため、従業者でなく

なった後においてもこれ らの秘密を保持するべき旨を、行業者 との雇用契約の内容 とする。

4.サービス担当者会議等において、利用者の個人情報を用いる場合は利用者のlpl意 を、家族の個人情報

を用いる場合は当該家族の同意を、予め文書により得てお くこととする。

5 この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は、 うさぎ薬局中伊豆店 と事業所の管理者 との協

議に基づいて定めるものとする。

本規程は令和 5年 10月 1日 より施行する。



介護予防居宅療養管理指導・居宅療養管理指導

(介護予防)居宅療養管理指導のサービス こ係わる重要事項等説明書

い 護予

"居
宅療養管理指導サービスの提供開始にあたり 厚生省令第 37号第 8条に基づいて、ご説明

する重要事項は次の通りです。

1 事業者概要

2 事業の目的 と運営方針

3 提供するサービス

当事業者がご提供するサービスは以下の通りです。

【 〈介護予防)居宅療養管理指導サービス 】

当事業所の薬剤師が、毎月医師の指示に基づき薬学的管理指導計画を作成 します。そして医師の発

行する処方せんにより薬剤を調剤するとともに、管理計画に基づいて薬剤を有効かつ安全にご使用

いただけるよう説明いたします。

もし薬について分からないことや心配なことがあれば、■当の薬剤llTに ご遠慮なく質問・相談して

ください。

職員等の体市1

当事業者の職員体制は以下の嘔

5 担当薬剤師

【 担当薬剤師は、以下の通りです。1

担当薬剤師 :

①担当薬剤師は、常に身分証を携帯していますので、必要な場合はいつでも、その提示をお求めくださ

い 。

②当事業者は、担当薬剤師が退職するなどの正当な理由がある場合に限り、担当薬剤師を変更すること

があります。

①

②

事業者名称 うさぎ薬局 中伊豆店

事業所の所在地 静岡県伊 r.市下自岩 85-1番地

指定番 号 静 岡 県指 定  2240710109号

電話番号 0558-79-3230

事業の目的 要介護状態または要支援状態にあつ、主治の医師等の指示に基づきうさぎ薬局

中伊豆店の薬剤師が適正な(介護予防 居宅療養管理指導を提供することを目的

とします。

運営の方まト ① 禾1用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供

に努めます。

② 上記①の観点から、市田r村、居電介護支援事業者、他の居宅サービス事業者

その他の保険、医療、福祉サービスを提供するものとの密接な連携に努めま

す 。

③ 利用者の療養に資する等の観点/・・ら、当該利用者に必要な情報を提供する以

外、業務上知り得た利用者またliそ の家族の秘密を他に漏らすことはいたし

ません。

従業者の職種 員 数 通常の勤務体市1

某剤 Fl l 9名 常勤者 (6名 ) 非常勤者

常勤者勤務時間―午前 9:
午前 9:

常勤者 (7名 )

常勤者勤務時間一午前 9:
午う19:

(3名 )

oO～午後 5

00～午後 0

oO～午後 5

oO～午後 0

3

(3

０

０

(月 火水木金 )

(第 1, 3土 )

(月 火水木金 )

(第 1, 3土 )

3

3

0

0

事務員 7名
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6 営業時間

当事業所の通常の営業日は、次の通 りです。

① 営業日   月曜日・火曜日・水曜日・木曜日・金曜ヨ、第 1, 3土曜。但し、国民の祝祭日及び

年末年始 (12月 29日 ～1月 3日 )を除きます。

②営業時間  午前9:00～午後5:30(月 ～全曜)、 午前9:00～ 午後0:30(第 1, 3土)

7 緊急時の対応等

①必要に応じ利用者の主治医または医療機関に連絡を行う等、対応を図ります。

8 利用料

9.苦情申立窓目

当事業所サービス提供に当たり、苦情や相談があれ,■ 下記までご連絡ください。

① 連 絡 先 :0558-79-3230
② 担当者名 :‐

(乙) 当事業者は、甲 1に対するい 護予

"居
宅療養管理詣導サービスの提供に当たり、甲 1、 甲 2に

対して、重要事項等説明書に基づき、サービス内容及び重要事項を説明いたしました。

(乙)(介護予防)居宅療養管理指導サービス事業者

事業所所在地  静岡県伊豆市下白岩 85-1番地

名称      うさぎ薬局 中伊豆店

(甲 )私 は、重要事項等説明に基づき、乙からサービス内容及び重要事項の説明を受け同意いたします。

(甲 1)利用者

住 所

氏 名

(甲 2)代理人

住 所

氏 名

ト́

ト́

【サービスの利用料は、下記の通りです。】

介護保険制度の規定により、以下の通り定められています。

A 在宅利用者の場合

①(介護予防)居宅療養管理指導サービス費として

・ 1回あた り 518円  (月 4回まで)

②麻薬等の特別な薬剤が使用されている場合

・ 1回あたり 100円        ‐

③別に厚生大臣が定める者に対しては週 2回 1月 に8回まで

B.居住系施設に入居している利用者の場合

①(介護予

"居
宅療養管理指導サービス費として

・1回あたり 379円  (単一建物居住者が 10人以上のう合は 342円 )(月 4回まで)

②麻薬等の特別な薬剤が使用されている場合

・1回あたり 100円
③別に厚生大臣が定める者に対しては週 2回 1月 に8回まで

*上記の他、医療保険での調剤費と薬代はご負担となり三す。
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許可番号 東保 A第 11-615号

高度管理医療機器等販売業及び貸与業許可証

氏名 (法人にあつては、名称)

株式会社 うさぎ薬局

営業所の名称

うさぎ薬局中伊豆店

営業所の所在地

伊豆市下自岩 85-1番 地

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律第 39条第 1項の規定により、高度管理医療機器等の販売業及び

貸与業の許可を受けた者でちることを証明する。

令和 5年 8月 31日

静岡県東部保健所長

鉄 治

有効期間  令和 5年 9月 1日   から

令和 11年 8月 31日  まで
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マイナンバーカードを

カードリーダーに

置いてくださしヽ

マイナンノヽ一カード

マイナンバーカード

巨レ本人確認
顔認証または

伽 暗証番号を入力してください。

暗証番号

…

υてください
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●00
●0●
000

0←っ

顔認証

Eレ同意の確認
診察室等での診療・服薬・健診情報の

利用について確認してくださいo

¨

ー利用し洗します

¨ ‐ ●ヨ峰―
に■慎

'ること瞬 凛します‐

.ifi #f,Efr EZAIRZILZfr 6-III(B'f, trEAnLlUSll"

一̈■
=0手

日●外0じ蟹 お買●■

当々a国に,い,“ とに日菫し

=,い
.

壼0たo… します.

う [議塑 輸  ∨ 盟4藩題 倉  鶴)日本歯科医師会  品 風査驀副煙盆

Eン 受付完了
お呼びするまでお待ちください。

カードを忘れずに !

医療DXを通じた質の高い医療の提供にご協力ください。

思
………

とっても
簡単 :



患者のみなさまヘ

■後 医薬品(ジェネリック医 があるお薬で、

場合は、

発

発

■この機会に、後発医薬品の積極的な利用

お願いいたします。

後発医薬品は、先発医薬品と有効成分が同ビで、同じように使つていただけるお薬

です。

先発医薬品と後発医薬品の薬価の差額の4分の1相当を、特別の料金として、

医療保険の患者負担と合わせてお支払いいただきます。

先発医薬品を処方。調剤する医療上の必要力ちると認められる場合等は、特別の

料金は要りません。

新たな仕組みについて

特別の料金の対象となる

医薬品の一覧などまこちらヘ

後発医薬品につし1て

後発医薬品 (ジェネリック医薬品)

に関する基本的なこと

ヽ
１
ノロ叩薬

整

いヽただ

※Q旧―餃汚厚生労働省HPの関連バージにアクセスできます。

う厚生労働省橘勝観:胤′“」mぉ田

令和 6年10月からの

医薬品の自己負担の新たな仕組み

将来にわたり国民皆保険を守るため

皆さまのご理解と協 力をお願いいたします



特別の料金の計算方法

先発医薬品と後発医薬品の価格差の4分の1相当を特男1つ料金としてお支払いいたた ます。

例えIよ 先発医薬品の価格が1錠 100円、後発医薬品の価格が1錠60円の場合、

差額40円の4分の1である10円を、通常の1～3割の患者負担とは別にお支払いいただきます。

先発医薬品
※令租 6年 10月以降、

医療上の必要性がある場合

||::詈|1冒重1磯臨争‐

[お支払いtただきます。

うなし場 f汚あります。詳しくは厚生労働省HPを導 包ぐ遣い。

後ヽ発医薬品とOf15格差て計算します。

奎わりません

Aみなさまの保険料や税金でまかなわ稲医
て屡聯 猥まM、ほ覇咤称

てぃくため、国は、価格の安い後発医薬品への選

鱚 甥讐33輸畠懸漠屡L長黎最雪き晃尾崎
肝薬局縁震柔創瞥嚢罪鳶譜霞まl慣瞑落

■ますので、ご哩願セご協力をお願いします。

医師、歯科医師、薬剤師等に4目談ぐおい。

生しますか。

A.流通の問題などにより、医療機関や薬局に後発医薬品0在庫力ない場合には、「特別の料金」を支払

う必要はありません。

請
艶

鶴 螂

先発医薬品
※令和 6年 10月以降、

思者が希望する場合

価
¨

当

患者  特別の

負担  料金

患者負担の総額

A.しわゆる長期収載品 (ちようきしゆうさし0ん)と呼曲 &同じ成分の後発医薬品力ちる先発医薬品

が対象となります。

A.例え:よ
″
使用感

〃
や
″
味

〃
なと お薬の有効性に関係のブヽ 理 由で先発医薬品を希望する場合に「特

別の料金」を群導ユいただきます。過去に当該後発医薬品において冨」作用が出たことがある場合等は、

Q&A
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